












要約:小児がよくかかる病気,ありふれた病気,の対処・養生法は,必ずしも科学的根拠を得

たものばかりではない.とくに,かぜの時の「入浴を禁ずる」については,調査した範囲内

では,科学的根拠を示す論文はみあたらない.そこで,入浴が,かぜの諸症状に影響を与える

かどうかに対し臨床試験(予備試験)を行い,入浴がかぜの諸症状に影響を与えないという

推測を得た.また,保護者および小児科医が,かぜ罹患時の入浴についてどう考えているか

もアンケート調査を行った.さらに,「入浴の可否」（体試験),「解熱剤の使用」について

も調査を計画した.


